
(57)【要約】

腹膜腔にアクセスするための、およびファローピウス管

(12)の結紮のための方法および器具。代表的な方法には

、内視鏡(16)を使用して胃壁に経口的にアクセスするこ

とが含まれる。胃壁を穿刺して腹膜腔へのアクセスを提

供する。穿刺部を介して内視鏡を腹膜腔内に前進させる

。ファローピウス管(12)を位置決めし、結紮する。内視

鏡を取り除く。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 の 段 階 を 含 む 、 患 者 の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 結 紮 の た め の 方 法 ：
内 視 鏡 を 用 い て 胃 壁 に 経 口 的 に ア ク セ ス す る 段 階 ；
腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る た め に 胃 壁 を 穿 刺 す る 段 階 ；
穿 刺 部 （ puncture） を 介 し て 腹 膜 腔 内 に 内 視 鏡 を 前 進 さ せ る 段 階 ；
フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 位 置 決 め す る 段 階 ；
フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 結 紮 す る 段 階 ； お よ び
内 視 鏡 を 取 り 除 く 段 階 。
【 請 求 項 ２ 】
　 穿 刺 部 を 封 着 す る 段 階 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 患 者 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 胃 壁 を 穿 刺 す る 段 階 が 、 拡 張 バ ル ー ン に 連 結 さ れ た カ ッ タ ー で 穿 刺 す る 段 階 を 含 み 、 該
バ ル ー ン を 膨 ら ま せ て 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 胃 壁 を 穿 刺 す る 段 階 が 、 ニ ー ド ル ナ イ フ 電 気 焼 灼 器 で 穿 刺 す る 段 階 を 含 み 、 拡 張 バ ル ー
ン に よ る バ ル ー ン 拡 張 が こ れ に 続 く 、 請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 患 者 の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 を 含 む 、 妊 娠 を 防 ぐ 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 患 者 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 6記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 以 下 を 含 む 、 患 者 の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 の た め の 器 具 ：
胃 壁 に 経 口 的 に ア ク セ ス す る よ う に 構 成 さ れ て い る 内 視 鏡 ；
内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 胃 壁 を 穿 刺 す る よ う に 構 成 さ れ て い る カ ッ タ ー ；
カ ッ タ ー に 連 結 さ れ 、 膨 ら む と 穿 刺 部 か ら 腹 膜 腔 内 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 拡 張 バ ル ー ン ；
内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 把 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 内 視 鏡 鉗 子 ； お よ
び
内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 第 1の ル
ー プ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 第 2の
ル ー プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 8記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 以 下 を 含 む 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 の た め の 器 具 ：
胃 壁 に 経 口 的 に ア ク セ ス す る よ う に 構 成 さ れ て い る 内 視 鏡 ；
内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 胃 壁 を 穿 刺 す る よ う に 構 成 さ れ て い る ニ ー ド ル ナ イ フ 電 気 焼 灼 器 ；
ニ ー ド ル ナ イ フ に 連 結 さ れ 、 穿 刺 部 を 広 げ て 腹 膜 腔 内 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 拡 張 バ ル ー ン ；
内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 把 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 内 視 鏡 鉗 子 ； お よ
び
内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 第 1の ル
ー プ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 第 2の
ル ー プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 10記 載 の 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 2003年 11月 26日 に 提 出 さ れ た 米 国 特 許 仮 出 願 第 60/525,626号 の 優 先 権 を 主 張
し 、 参 照 と し て 組 み 入 れ る 。 本 出 願 は 、 2003年 12月 1日 に 提 出 さ れ た 米 国 特 許 仮 出 願 第 60/
525,922号 の 優 先 権 を も ま た 主 張 し 、 参 照 と し て 組 み 入 れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 背 景
1． 発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 一 般 に 医 療 技 法 お よ び 関 連 装 置 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 好 ま し い 態 様 に お い
て 、 そ れ は 新 し い 外 科 的 技 法 お よ び 関 連 装 置 を 介 し た 避 妊 す る た め の 技 法 に 関 す る 。 さ ら
に よ り 詳 し く は 、 好 ま し い 態 様 は フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 に 関 係 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
2． 関 連 技 術 の 説 明
　 低 侵 襲 手 術 は 、 従 来 的 な 開 腹 手 術 に 比 べ て 、 多 く の 証 明 さ れ た 利 点 と 関 連 づ け ら れ て い
る 。 腹 膜 腔 へ の 腹 腔 鏡 下 ア ク セ ス に よ り 、 切 開 が よ り 小 さ く な り 、 局 所 性 お よ び 全 身 性 合
併 症 の 危 険 性 が 低 下 し 、 か つ よ り 早 期 回 復 を 伴 っ て 術 後 の 痛 み が 低 減 さ れ る 。 副 腎 摘 出 術
、 結 腸 切 除 術 、 胃 切 除 術 、 子 宮 摘 出 術 、 お よ び 卵 管 結 紮 を 含 む 多 く の 腹 部 お よ び 骨 盤 手 術
は 、 今 や 腹 腔 鏡 下 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 1995年 、 米 国 に お い て 、 避 妊 手 段 の 使 用 者 の 30%近 く は 卵 管 不 妊 手 術 を 選 択 肢 と し て 選
び 、 卵 管 結 紮 を 最 も 広 く 行 わ れ る 外 科 的 処 置 の 一 つ と し た 。 腹 腔 鏡 下 結 紮 は 、 従 来 の 小 切
開 不 妊 手 術 と 比 べ て 、 手 術 時 間 の 減 少 、 術 後 の 痛 み の 低 減 、 病 院 滞 在 の 短 縮 、 お よ び よ り
迅 速 な 機 能 活 動 へ の 復 帰 と 関 連 づ け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 よ り 、 卵 管 結 紮 は 小 切 開 不 妊 手 術 ま た は 腹 腔 鏡 下 ア プ ロ ー チ に よ っ て 行 わ れ る 。 小
切 開 不 妊 手 術 は 、 通 常 、 分 娩 後 患 者 に お い て 、 お よ び 外 科 医 が 腹 腔 鏡 法 の 訓 練 を 受 け て い
な い 場 合 に お い て 行 わ れ る 。 そ れ は 、 患 者 が 病 的 に 肥 満 し て い る 場 合 、 ま た は 重 篤 な 卵 管
癒 着 性 疾 患 が 存 在 し て い る 場 合 に 好 ま し い 技 法 で あ る ； し か し な が ら そ れ は 、 腹 腔 鏡 検 査
法 と 比 べ た 場 合 、 よ り 高 い 合 併 症 の 確 率 、 よ り 大 き な 術 後 鎮 痛 の 必 要 性 、 回 復 時 間 の 長 期
化 、 お よ び よ り 大 き な 切 開 と 関 連 づ け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 腹 腔 鏡 お よ び そ の 他 の 技 法 が 上 記 に 概 要 を 述 べ た よ う な 多 く の 利 点 を 有 す る 可 能 性 が あ
る 一 方 で 、 そ れ ら お よ び そ の 他 の よ り 従 来 的 な 方 法 は 、 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス （ 例 え ば 、 フ
ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 結 紮 の た め の ） を 提 供 す る た め に 、 腹 部 切 開 （ 腹 腔 鏡 ま た は 別 の や り 方
で ） を 必 要 と す る 。 し か し な が ら 、 皮 膚 、 皮 下 脂 肪 組 織 、 お よ び ／ ま た は 腹 壁 筋 の 切 開 は
、 感 染 症 、 膿 瘍 の 形 成 、 お よ び 術 後 ヘ ル ニ ア を 含 む が こ れ に 限 定 さ れ な い 多 数 の 潜 在 的 な
合 併 症 を 招 く 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ れ 故 に 、 腹 部 切 開 、 腹 腔 鏡 ま た は 別 の や り 方 を い ず れ も 必 要 と し な い 腹 膜 腔 へ の ア ク
セ ス を 提 供 す る こ と は 有 利 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の 、 旧 来 の 方 法 論 に つ い て 参 照 し た 短 所 は 、 網 羅 的 で あ る こ と を 意 図 せ ず 、 む し ろ
腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス 、 よ り 具 体 的 に は フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 結 紮 に 必 要 な ア ク セ ス に 関 係 す
る 、 以 前 か ら 知 ら れ て い る 技 法 の 有 効 性 を 損 な う こ と に つ な が る 多 く の 短 所 に 含 ま れ る 。
そ の 他 の 注 目 す べ き 問 題 も ま た 存 在 す る 可 能 性 が あ る ； し か し 、 当 技 術 分 野 に 見 受 け ら れ
る 方 法 論 が 完 全 に 満 足 で き る も の で な い こ と 、 お よ び 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 技 法 に 関 し て
は 大 き な 需 要 が 存 在 す る こ と を 明 示 す る に は 、 本 明 細 書 に お い て 言 及 さ れ て い る も の で 十
分 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
発 明 の 概 要
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 技 法 に よ り 、 先 行 技 術 の 短 所 が 少 な く な り 、 ま た は 解 消 さ れ
る 。 こ れ ら の 技 法 は 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 結 紮 を 含 む 好 ま し い 用 途 を 含 む が こ れ に 限 定 さ
れ な い 莫 大 な 数 の 用 途 に 適 用 で き る 。 そ の 他 の 用 途 に は 、 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス を 必 要 と す
る 任 意 の 処 置 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 経 胃 的 内 視 鏡 卵 管 結 紮 は 、 い か な る 皮 膚 切 開 を も 不 要 に す る た め 、 腹 腔 鏡 検 査 法 お よ び
小 切 開 不 妊 手 術 よ り も 侵 襲 性 が 低 く 、 病 的 に 肥 満 し て い る 患 者 に お い て と り わ け 有 利 な 可
能 性 が あ る 。 経 胃 的 ア プ ロ ー チ は 、 骨 盤 器 官 が 胃 腔 か ら 「 ス ト レ ー ト シ ョ ッ ト （ straight
 shot） 」 に あ っ て 最 小 限 の 内 視 鏡 操 作 技 法 し か 必 要 と し な い た め 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 広 い 観 点 に お い て 、 好 ま し い 態 様 は 、 避 妊 す る 方 法 と し て の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 結 紮 技
法 に 関 係 す る 。 本 技 法 は 、 焼 灼 術 も し く は そ の 他 の 技 法 に よ る そ の 後 の 卵 管 の 分 断 を 伴 う
か ま た は 伴 わ な い 結 紮 糸 の 適 用 に よ っ て フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 限 局 化 さ せ る と と も に 、 腹 膜
腔 へ の 経 口 経 胃 的 ア ク セ ス を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 有 利 に は 、 本 技 法 は い か な る 腹 部 切 開 、 腹 腔 鏡 ま た は 別 の 方 法 を 必 要 と し な い 、 腹 膜 腔
へ の 経 口 経 胃 的 ア ク セ ス を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 当 業 者 に は 明 ら か で あ る と 思 わ れ る が 、 多 種 多 様 な 内 視 鏡 付 属 品 が こ の 使 用 の た め に 設
計 お よ び ／ ま た は 改 造 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 1つ の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 患 者 の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 結 紮 の た め の 方 法 を 含 む 。 胃
壁 に 経 口 的 に ア ク セ ス す る た め に 内 視 鏡 を 用 い る 。 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る た め に
胃 壁 を 穿 刺 す る 。 穿 刺 部 （ puncture） を 介 し て 内 視 鏡 を 腹 膜 腔 内 に 前 進 さ せ る 。 フ ァ ロ ー
ピ ウ ス 管 を 位 置 決 め す る 。 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 結 紮 し 、 内 視 鏡 を 取 り 除 く 。 本 方 法 は 穿 刺
部 を 封 着 す る こ と を も ま た 含 み う る 。 封 着 は 、 胃 の 治 癒 に よ る 封 着 を 含 む 、 当 技 術 分 野 に
お い て 知 ら れ て い る 任 意 の 方 法 に よ り 行 う こ と が で き る 。 例 え ば 、 1つ ま た は 複 数 の ク リ
ッ プ を 用 い て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て 、 ク リ ッ プ は Olympus（ 東 京 、 日 本 ） に よ る 市 販
の Endoclip(登 録 商 標 )で あ っ て も よ い 。 患 者 は ヒ ト で あ る 可 能 性 が あ る 。 胃 壁 の 穿 刺 に は
、 拡 張 バ ル ー ン に 連 結 さ れ た カ ッ タ ー に よ る 穿 刺 が 含 ま れ て も よ く 、 バ ル ー ン を 膨 ら ま せ
て 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る 。 穿 刺 に は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ 電 気 焼 灼 器 に よ る 穿 刺 が 含
ま れ て も よ く 、 拡 張 バ ル ー ン に よ る バ ル ー ン 拡 張 が そ れ に 続 く 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 1つ の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 患 者 の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 を 含
む 避 妊 の 方 法 を 含 む 。 患 者 は ヒ ト で あ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 1つ の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 患 者 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 の た め の 器 具 を 含 む 。 器 具
に は 、 内 視 鏡 、 カ ッ タ ー 、 拡 張 バ ル ー ン 、 内 視 鏡 鉗 子 、 お よ び 第 1の ル ー プ （ first loop
） が 含 ま れ る 。 内 視 鏡 は 、 胃 壁 に 経 口 的 に ア ク セ ス す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 カ ッ タ ー
は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 胃 壁 を 穿 刺 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 拡 張 バ ル ー ン は カ ッ タ ー
に 連 結 さ れ 、 膨 ら む と 穿 刺 部 か ら 腹 膜 腔 内 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 内 視 鏡 鉗 子 は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 把 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 第 1の ル ー プ は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮 断 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 器 具 は 内 視 鏡 に 連 結 さ れ た 第 2の ル ー プ （ second loop） を も ま た 含 む 可 能 性
が あ り 、 第 2の ル ー プ は フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 1つ の 態 様 に お い て は 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 の た め の 器 具 を 含 む
。 器 具 は 、 内 視 鏡 、 ニ ー ド ル ナ イ フ 電 気 焼 灼 器 、 拡 張 バ ル ー ン 、 内 視 鏡 鉗 子 、 お よ び 第 1

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-512098 A 2007.5.17



の ル ー プ を 含 む 。 内 視 鏡 は 胃 壁 に 経 口 的 に ア ク セ ス す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ニ ー ド ル
ナ イ フ 電 気 焼 灼 器 は 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 胃 壁 を 穿 刺 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 拡 張 バ ル
ー ン は ニ ー ド ル ナ イ フ に 連 結 さ れ 、 穿 刺 部 を 広 げ て 腹 膜 腔 内 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 内 視 鏡 鉗 子 は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 把 持 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 第 1の ル ー プ は 、 内 視 鏡 に 連 結 さ れ 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮
断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 器 具 は 内 視 鏡 に 連 結 さ れ た 第 2の ル ー プ を も ま た 含 む 可 能
性 が あ り 、 第 2の ル ー プ は フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 開 存 性 を 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 明 細 書 に お い て 用 い ら れ る 「 連 結 し た （ coupled） 」 は 、 直 接 お よ び 間 接 的 に 繋 ぐ こ
と を 包 含 す る 文 脈 上 の 用 語 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 他 の 特 徴 お よ び 関 連 し た 利 点 は 、 以 下 の 具 体 的 な 態 様 の 詳 細 な 説 明 お よ び 付 随 す る
実 施 例 の 参 照 に よ り 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 添 付 の 図 面 は 、 明 細 書 の 一 部 を な し 、 本 発 明 の 態 様 の 局 面 を さ ら に 明 示 す る た め に 含 め
ら れ て い る 。 本 発 明 は 、 本 明 細 書 に 提 示 さ れ て い る 例 証 的 な 態 様 の 説 明 と 組 み 合 わ せ て 、
こ れ ら の 図 面 の う ち 1つ ま た は 複 数 を 参 照 す る こ と に よ っ て よ り 良 く 理 解 さ れ う る 。 図 は
、 単 な る 例 で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る た め に 使 用 さ れ る べ き で は な い 。 図 に お い て 同 じ 要
素 番 号 を 使 用 し て い る も の は 、 同 一 ま た は 類 似 の 要 素 で あ る こ と を 示 す 。 図 面 は 必 ず し も
一 定 の 縮 尺 と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
例 証 的 な 態 様 の 説 明
　 本 開 示 は 、 と り わ け 、 経 口 内 視 鏡 的 で 経 胃 的 な ア プ ロ ー チ を 用 い た 腹 腔 お よ び 骨 盤 腔 へ
の 低 侵 襲 ア プ ロ ー チ を 教 示 す る 。 経 胃 的 内 視 鏡 ア プ ロ ー チ は 、 腹 内 お よ び 骨 盤 内 構 造 の 優
れ た 視 覚 化 、 お よ び 治 療 操 作 を 行 う 能 力 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 態 様 は 、 望 ま れ な い 妊 娠 を 防 ぐ 不 妊 手 術 の た め に ヒ ト に お い て 用 い る こ と が で
き る 。 外 科 的 ま た は 腹 腔 鏡 下 の 卵 管 結 紮 の 既 存 技 術 と 比 較 し て 、 そ れ ら の 態 様 は 皮 膚 、 皮
下 脂 肪 組 織 、 お よ び 腹 壁 筋 の 切 開 を 不 要 と す る こ と が で き 、 感 染 症 、 膿 瘍 の 形 成 、 お よ び
術 後 ヘ ル ニ ア を 含 む が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 多 数 の 潜 在 的 な 合 併 症 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 般 的 な 態 様 に お い て 、 上 部 内 視 鏡 検 査 は 、 滅 菌 的 技 法 お よ び 設 備 を 用 い た 一 般 的 な 麻
酔 下 に お い て 行 わ れ る 。 穿 刺 を 行 っ て ア ク セ ス を 提 供 す る の に 適 し た 内 視 鏡 バ ル ー ン ま た
は そ の 他 の 装 置 に よ り 胃 壁 を 穿 刺 す る 。 バ ル ー ン を 用 い る 場 合 、 そ れ を 膨 ら ま せ て 腹 膜 腔
内 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る 。 次 に 内 視 鏡 を 腹 膜 腔 内 に 前 進 さ せ る 。 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 位
置 決 め す る 。 管 は 内 視 鏡 鉗 子 に よ り 把 持 で き 、 取 り 外 し 可 能 な 滅 菌 Endoloop(登 録 商 標 )を
管 に 適 用 し て 開 存 性 を 遮 断 す る 。 そ の 他 の 態 様 に お い て 、 1つ ま た は 複 数 の 非 反 応 性 の シ
リ コ ン バ ン ド （ Falope Ring Band、 Cabot Medical、 Langhorne、 ペ ン シ ル バ ニ ア 州 ） を 、
フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の ね じ れ 部 分 （ knuckle） を 把 持 し て 括 る た め に 用 い る こ と が で き る 。
次 に 内 視 鏡 を 取 り 除 き 、 胃 壁 の 開 口 部 を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 1A～ 4Bは 、 本 開 示 の 態 様 を 説 明 す る 。 図 1Aは オ ー バ ー チ ュ ー ブ 14を 示 し 、 そ れ は 1つ
の 態 様 に お い て 、 Olympus（ 東 京 、 日 本 ） か ら 市 販 の 滅 菌 オ ー バ ー チ ュ ー ブ で あ っ て も よ
い 。 そ の 他 の 態 様 に お い て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ は 存 在 し な く て も よ く 、 さ ら に そ の 他 の 態
様 に お い て 、 異 な る サ イ ズ ま た は 構 造 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 用 い て も よ い 。 オ ー バ ー チ ュ
ー ブ 14の 内 側 に は 内 視 鏡 16が あ る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 内 視 鏡 16は 、 こ れ に 限 定 さ れ な
い が Olympus GIF-2T160な ど の 前 方 視 野 2チ ャ ネ ル 内 視 鏡 で あ っ て も よ い 。 そ の 他 の 態 様 に
お い て 、 異 な る チ ャ ネ ル 数 ま た は 異 な る 構 造 を 用 い て も よ い 。 胃 壁 切 開 は 、 カ ッ タ ー 18に
よ り 行 う こ と が で き る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 カ ッ タ ー 18は ニ ー ド ル ナ イ フ 電 気 焼 灼 器 で
あ っ て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て 、 カ ッ タ ー 18は 、 Wilson-Cook Medical Inc.（ Winston
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-Salem、 ノ ー ス キ ャ ロ ラ イ ナ 州 ） か ら 市 販 の 3管 腔 、 4mmカ ッ テ ィ ン グ ワ イ ヤ ・ ニ ー ド ル ナ
イ フ で あ り う る 。 そ の 他 の 態 様 に お い て 、 当 該 分 野 に お い て 知 ら れ た 1つ ま た は 複 数 の 異
な る カ ッ タ ー を 用 い る こ と が で き る 。 一 般 に 、 腹 膜 腔 へ の 胃 開 口 部 を 形 成 す る た め に 適 し
た 任 意 の カ ッ タ ー を 用 い る こ と が で き る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 20ジ ュ ー ル で の 純 焼 灼 （ p
ure cautery） を 用 い て も よ く 、 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス の 達 成 を 助 け る た め 30ジ ュ ー ル で の
純 切 開 が そ れ に 続 く 。 図 1Aに お い て 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 は 要 素 12と し て 表 示 さ れ て い る 。
図 1Bは 、 図 1Aの 図 式 と 同 様 の 内 視 鏡 視 野 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 2Aは 、 図 1Aに お い て 形 成 さ れ た 胃 切 開 部 を 介 し て 挿 入 さ れ た 拡 張 バ ル ー ン 20を 示 す 。
バ ル ー ン 20は カ ッ タ ー 18に 連 結 さ れ て い る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 バ ル ー ン 20は Boston Sc
ientific Microvasive（ Natick、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ） か ら 市 販 の CRE拡 張 バ ル ー ン で あ
り う る 。 バ ル ー ン 20は 必 要 に 応 じ て （ 例 え ば 内 視 鏡 16お よ び ／ ま た は オ ー バ ー チ ュ ー ブ 14
に 適 応 さ せ る た め に ） 膨 張 さ せ て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て 、 バ ル ー ン 20は 胃 切 開 部 を
介 し て 挿 入 し 、 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス を 得 る た め に 約 20mmに 膨 張 さ せ て も よ い 。 図 2Bは 、 図
2Aの 図 式 と 同 様 の 内 視 鏡 視 野 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 3Aは 、 内 視 鏡 鉗 子 22を 示 す 。 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 把 持 す る た め に 適 し た 任 意 の 鉗 子 を
用 い る こ と が で き る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 鉗 子 22は 、 市 販 の Olympus FG-47L-1（ 東 京 、
日 本 ） で あ る 。 図 3Aに お い て 、 鉗 子 22は 、 ル ー プ 24を 通 し て 留 置 さ れ 、 次 に フ ァ ロ ー ピ ウ
ス 管 12を 軽 く 把 持 す る た め に 用 い ら れ る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 ル ー プ 24は Olympus（ 東 京
、 日 本 ） に よ る 市 販 の Endoloop(登 録 商 標 )で あ っ て も よ い が 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 固 定 し
結 紮 す る た め に 適 し た 任 意 の ル ー プ を 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 1つ の 態 様 に お い て
、 シ リ コ ン バ ン ド が ル ー プ 24を 構 成 す る （ 例 え ば 、 Cabot Medical（ Langhorne、 ペ ン シ ル
バ ニ ア 州 ） に よ る 市 販 の Falope Ring Bandを 用 い て も よ い ） 。 図 3Bは 、 図 3Aの 図 式 と 同 様
の 内 視 鏡 視 野 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 4Aは 結 紮 の た め に 用 い ら れ る 2つ の ル ー プ 24を 示 す 。 2つ の ル ー プ は 、 1つ の 態 様 に お
い て 、 Olympus（ 東 京 、 日 本 ） 製 の Endoloop(登 録 商 標 )で あ っ て も よ い が 、 結 紮 の た め に
適 し た 任 意 の ル ー プ を 用 い て も よ い 。 図 4Bは 、 図 4Aの 図 式 と 同 様 の 内 視 鏡 視 野 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 開 示 の 技 法 は 、 当 業 者 に は 認 め ら れ る と 思 わ れ る が 、 ヒ ト 、 ブ タ 、 ま た は そ の 他 の 動
物 に 適 用 で き る 。 本 開 示 の 技 法 は 、 以 下 の 実 施 例 の 項 に お い て さ ら に 説 明 さ れ て い る 。 実
施 例 は 詳 細 な 説 明 の 一 部 を な す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 異 な る 態 様 に お い て 、 卵 管 結 紮 以 外 の 処 置 が 行 わ れ る 可 能 性 が あ る 。 具 体 的 に は 、 本 開
示 の 技 法 は 、 広 範 囲 の 外 科 的 お よ び 婦 人 科 学 的 （ GYN） 処 置 の た め に 、 腹 膜 腔 に 入 る の に
採 用 さ れ る 最 初 の ス テ ッ プ を 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 1つ の 態 様 に お い て 、 滅 菌 の 技 法 お よ び 設 備 を 用 い た 一 般 的 な 麻 酔 下 に お い て 、 上 部 内
視 鏡 検 査 が 行 わ れ る 。 内 視 鏡 は 胃 の 中 に 前 進 さ せ る こ と が で き 、 空 気 が 吹 き 込 ま れ る 。 腹
部 の 前 壁 に 光 を 通 過 さ せ る こ と が で き る 。 内 視 鏡 を 介 し た 直 視 下 に お い て 壁 を ニ ー ド ル で
穿 刺 で き る の は 、 こ の 部 位 で あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ は こ の ニ ー ド ル を 介 し て 前 進 さ せ 、 内 視
鏡 鉗 子 で 捕 獲 し 、 生 検 チ ャ ネ ル を 介 し て 引 き 抜 く こ と が で き る 。 括 約 筋 切 開 刀 は ガ イ ド ワ
イ ヤ を 超 え て 胃 の 中 に 前 進 さ せ 、 そ こ で 腹 膜 腔 内 へ の 切 開 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 内 視 鏡 は 胃 の 中 に 前 進 さ せ 、 （ 内 視 鏡 を 介 し て ） 空 気 で 膨 張 さ せ る
こ と が で き る 。 腹 部 前 壁 に 光 を 通 過 さ せ 、 内 視 鏡 を 介 し た 直 視 下 に お い て ニ ー ド ル で 穿 刺
す る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ は ニ ー ド ル の 管 腔 を 介 し て 胃 の 中 に 通 し 、 内 視 鏡 鉗 子 で 捕 獲 し 、 次 に
内 視 鏡 の 生 検 チ ャ ネ ル を 介 し て 回 収 す る こ と が で き る 。 括 約 筋 切 開 刀 は ガ イ ド ワ イ ヤ を 越
え て 留 置 し て 胃 に 前 進 さ せ 、 次 に 胃 壁 の 切 開 を 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ の よ う な 技 法 は 、 各 種 の 腹 部 手 術 へ の 入 り 口 と し て 用 い る こ と も で き 、 皮 膚 、 皮 下 脂
肪 組 織 、 お よ び 腹 壁 筋 の 切 開 を 不 要 と し 、 感 染 症 、 膿 瘍 の 形 成 、 術 後 ヘ ル ニ ア と い っ た 多
数 の 潜 在 的 な 合 併 症 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 当 業 者 は 、 本 開 示 の 恩 典 に よ り 、 上 述 の 一 般 的 な 態 様 に 関 連 す る そ の 他 の 態 様 が 、 腹 膜
腔 へ の ア ク セ ス を 提 供 し 、 腹 膜 腔 に お け る 関 連 し た 構 造 物 に 対 し て 異 な る 処 置 を 行 う た め
に 、 同 様 に 使 用 さ れ 得 る こ と を 認 識 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 加 え て 、 本 開 示 の 恩 典 に よ り 、 当 業 者 は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 技 法 は 、 修 正 さ れ
て 多 く の 付 加 的 で 異 な る 用 途 に 適 用 さ れ 、 同 じ ま た は 同 様 の 結 果 を 達 成 す る こ と が で き る
こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 本 開 示 の 範 囲 お よ び 意 図 に 含 ま れ る
そ の よ う な 修 正 の 全 て に 及 ぶ 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 の 実 施 例 は 、 本 開 示 の 具 体 的 な 態 様 を 明 示 す る た め に 含 ま れ る 。 実 施 例 に お い て 開
示 さ れ て い る 技 法 は 、 本 発 明 の 実 施 に お い て 十 分 に 機 能 す る と 発 明 者 に よ っ て 見 出 さ れ た
技 法 を 表 し 、 従 っ て そ の 実 施 に お け る 具 体 的 形 態 を 構 成 す る と 判 断 さ れ 得 る こ と が 当 業 者
に よ っ て 十 分 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 し か し な が ら 、 本 開 示 に 鑑 み て 、 開 示 さ れ て い る 具
体 的 態 様 に 多 く の の 変 更 を 加 え て も 、 な お 本 発 明 の 意 図 お よ び 範 囲 か ら 外 れ る こ と な く 類
似 ま た は 同 様 の 結 果 を 得 る こ と が で き る こ と を 、 当 業 者 は 十 分 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】

ブ タ ・ モ デ ル に お け る 長 期 生 存 に よ る フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮
背 景
　 発 明 者 ら は 以 前 に 腹 腔 内 器 官 に 対 す る 各 種 の 介 入 （ 診 断 的 腹 腔 鏡 検 査 法 、 肝 生 検 法 、 胃
空 腸 吻 合 術 ） に 対 す る 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 ア プ ロ ー チ の 安 全 性 お よ び 実 施 可 能 性 を 報 告 し た
。 本 ア プ ロ ー チ は 腹 壁 の 切 開 を 不 要 と し 、 診 断 的 お よ び 治 療 的 腹 腔 鏡 検 査 法 の 代 替 の ア プ
ロ ー チ を 提 供 す る 。 本 実 施 例 は 、 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮 の 成 功 実 績 を
報 告 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
方 法
　 50kgの ブ タ 5匹 に 、 全 身 麻 酔 お よ び 抗 生 物 質 溶 液 に よ る 胃 の 灌 注 を 施 し た 。 胃 の 穿 刺 は
、 基 本 型 ニ ー ド ル ナ イ フ 電 気 焼 灼 器 （ Olympus(登 録 商 標 )） に よ り 行 い 、 続 い て 胆 管 拡 張
バ ル ー ン （ Microvasive） に よ り 路 の バ ル ー ン 拡 張 を 行 っ た 。 高 度 消 毒 に 続 け て ガ ス 滅 菌
を 施 し た 標 準 的 上 部 内 視 鏡 を 腹 膜 腔 に 前 進 さ せ た 。 両 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 確 認 し 、 そ れ ら
の う ち 1つ を 、 Olympus Endoloop(登 録 商 標 )を 用 い て 結 紮 し 、 も う 一 方 を 対 照 と し た 。 管
の 開 存 性 は 、 結 紮 前 後 に 全 て の ブ タ に お い て 子 宮 卵 管 造 影 法 に よ っ て 評 価 し た 。 全 て の ブ
タ は 1～ 3週 間 生 存 さ せ 、 剖 検 に 供 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
結 果
　 ブ タ 5匹 全 て に お い て 卵 管 は 容 易 に 確 認 お よ び 結 紮 さ れ た 。 各 々 の ブ タ に お い て 結 紮 し
た 管 が 完 全 に 閉 塞 さ れ た こ と は 、 反 対 側 の 管 の 開 存 性 が 保 た れ て い る こ と と と も に 透 視 検
査 に よ り 確 か め ら れ た 。 全 て の ブ タ は 健 康 に 生 存 し 、 い か な る 悪 影 響 も な く 存 分 に 摂 食 し
た 。 剖 検 で は 、 い か な る 腹 膜 炎 ま た は 腹 腔 内 癒 着 を も 示 さ な か っ た 。 Endoloop(登 録 商 標 )
は 結 紮 管 を 完 全 に 閉 塞 し た ま ま 所 定 の 位 置 に あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
結 論
　 内 視 鏡 的 経 胃 的 ア プ ロ ー チ は 、 長 期 生 存 に あ わ せ た フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 効 果 的 な 結 紮 を
提 供 す る 。 腹 膜 腔 へ の 内 視 鏡 的 経 胃 的 ア プ ロ ー チ は 、 幅 広 い 診 断 的 お よ び 治 療 的 処 置 に お
い て 用 い る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-512098 A 2007.5.17

実 施 例 1



【 ０ ０ ４ ０ 】

ブ タ ・ モ デ ル に お け る 長 期 生 存 に よ る フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 経 口 経 胃 的 内 視 鏡 結 紮
方 法
　 本 研 究 は 、 ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス 動 物 管 理 審 査 委 員 会 （ Animal Care Institutional Revi
ew Board） に よ っ て 承 認 さ れ た 。 1つ の 急 性 実 験 は 、 経 胃 的 内 視 鏡 卵 管 結 紮 を 受 け た ブ タ
を 速 や か に 安 楽 死 さ せ て 行 っ た 。 続 い て 、 経 胃 的 内 視 鏡 卵 管 結 紮 を 連 続 し た 5匹 の 50kgの
雌 ブ タ （ Sus scrofus domesticus） に お い て 行 っ た 。 5匹 の ブ タ は 、 安 楽 死 お よ び 剖 検 の
前 に 、 術 後 2～ 3週 間 の 間 追 跡 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ブ タ の 準 備
　 経 胃 的 内 視 鏡 卵 管 結 紮 の た め に 、 50kgの ブ タ 6匹 を 準 備 し た 。 ブ タ に は 、 内 視 鏡 処 置 に
先 立 つ 2日 間 、 Ensure（ Abbott Laboratories, North Chicago, イ リ ノ イ 州 ） の 16オ ン ス
カ ン 8個 を 給 餌 し た 。 全 て の 処 置 は 、 7.0mmの 気 管 内 挿 管 （ Mallinckrodt Co., C.D. Juare
z, Chih, メ キ シ コ ） に よ る 1.5～ 2%の イ ソ フ ル ラ ン （ Abbott Laboratories, North Chica
go, イ リ ノ イ 州 ） 全 身 麻 酔 下 で 行 っ た 。 麻 酔 前 投 薬 は 、 100 mg/mlの 塩 酸 ケ タ ミ ン （ Ketam
ine HC1） （ Phoenix Pharmaceutical Inc., St. Joseph, メ リ ー ラ ン ド 州 ） お よ び 100mg/
mlの キ シ ラ ジ ン （ Xylazine） （ Phoenix Pharmaceutical Inc., St. Joseph, メ リ ー ラ ン
ド 州 ） に よ り 再 生 し た 100 mg/mlの Telazol（ 塩 酸 チ レ タ ミ ン （ Tiletamine HC1） + 塩 酸 ゾ
ラ ゼ パ ム （ Zolazepam HCl） ; Lederle Parenterals, Inc.; Carolina, プ エ ル ト リ コ ） の
約 0.05cc/kgの 総 doesに お け る 筋 肉 内 注 射 か ら な っ た 。 内 視 鏡 検 査 に 先 立 ち 、 600,000ユ ニ
ッ ト の ペ ニ シ リ ン Gベ ン ザ チ ン （ Penicillin G Benzathine） ＋ ペ ニ シ リ ン Gプ ロ カ イ ン （ P
enicillin G Procaine） （ G.C. Hanford Mfg. Co., Syracuse,　 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 )を 基 礎
と し た 抗 生 物 質 の 筋 肉 内 注 射 お よ び 1gの 静 注 セ フ ァ ゾ リ ン （ Cefazolin） (American Pharm
aceutical Pterners, Inc., Schaumberg, イ リ ノ イ 州 ） を 投 与 し た 。 耳 介 静 脈 に 点 滴 （ IV
） を 留 置 し 、 チ オ ペ ン タ ー ル ナ ト リ ウ ム （ 1 g; Abbott Laboratories, North Chicago, 
イ リ ノ イ 州 ） を 6.6～ 8.8 mg/kgの 投 与 量 で 注 入 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 30ccバ ル ー ン を 有 す る 16フ レ ン チ の フ ォ ー リ ー カ テ ー テ ル （ Rusch Inc., Duluth, ジ ョ
ー ジ ア 州 ） を 膣 に 挿 入 し 、 バ ル ー ン を 膨 ら ま せ た 。 ベ ー ス ラ イ ン 子 宮 卵 管 造 影 図 を 得 た ら
、 60% Hypaque（ Diatrizoate Meglumine Injection, 米 国 薬 局 方 ） 造 影 剤 （ contrast） （
Amersham Health Inc., Princeton, ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 )を 注 入 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
外 科 的 技 法
　 全 て の 設 備 に は 、 高 度 消 毒 （ Cidex OPA, Ethicon, Inc., Irvine, カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ）
お よ び エ チ レ ン オ キ シ ド に よ る ガ ス 滅 菌 を 施 し た 。 抗 生 物 質 溶 液 Biobiotic [(ネ オ マ イ シ
ン  (40 mg)＋ 硫 酸 ポ リ ミ キ シ ン B (2HTU)；  1lの 生 理 食 塩 水 に 希 釈 , Johns Hopkins Pharm
acy, Baltimore, メ リ ー ラ ン ド 州 )は 、 胃 管 腔 に 灌 注 し た 。 無 菌 的 技 法 を 用 い て 、 滅 菌 オ
ー バ ー チ ュ ー ブ （ Olympus、 東 京 、 日 本 ） を 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ 内 部 の 前 方 視 野 2チ ャ ネ ル
内 視 鏡 （ Olympus GIF-2T160） と と も に 胃 管 腔 内 に 留 置 し た 。 胃 壁 切 開 は 、 3管 腔 4mmカ ッ
テ ィ ン グ ワ イ ヤ ・ ニ ー ド ル ナ イ フ （ Wilson-Cook Medical Inc., Winston-Salem, ノ ー ス
カ ロ ラ イ ナ 州 ） に よ り 、 20ジ ュ ー ル で の 純 焼 灼 に 続 く 30ジ ュ ー ル で の 純 切 開 （ Valleylab 
SSE2L; Tyco Healthcare Group LP, Boulder, コ ロ ラ ド 州 ） を 用 い て 行 っ た 。 図 1Aお よ び
1Bは こ れ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 CRE拡 張 バ ル ー ン （ Boston Scientific Microvasive, Natick, マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ） は
、 胃 切 開 部 を 介 し て 挿 入 し 、 腹 膜 腔 へ の ア ク セ ス を 獲 得 す る た め に 20mmに 膨 ら ま せ た 。 図
2Aお よ び 2Bは こ れ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 内 視 鏡 は 骨 盤 腔 内 に 前 進 さ せ 、 両 フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 確 認 し た 。 把 持 鉗 子 （ Olympus FG
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-47L-1； 東 京 、 日 本 ） は 、 開 放 型 Endoloop(登 録 商 標 )（ Olympus、 東 京 、 日 本 ） を 介 し て
留 置 し 、 次 い で フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 軽 く 把 持 す る た め に 用 い た 。 図 3Aお よ び 3Bは こ れ を 説
明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 2つ の Endoloop(登 録 商 標 )（ Olympus Loop、 東 京 、 日 本 ） は 、 同 一 の 方 法 を 用 い て 1つ の
フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 上 に 留 置 し た 。 図 4Aお よ び 4Bは こ れ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 結 紮 後 の 子 宮 卵 管 造 影 図 を 得 た 。 内 視 鏡 は 、 腹 膜 腔 か ら 空 気 を 吸 引 し な が ら 胃 管 腔 内 に
回 収 し て 、 処 置 を 完 了 さ せ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
術 後 期 間
　 全 て の ブ タ は 抜 管 を 受 け 、 処 置 後 2～ 4時 間 後 に 回 復 し た 。 ブ タ は 感 染 の 兆 候 に 関 し 研 究
者 に よ っ て 毎 日 評 価 さ れ た 。 給 餌 は 術 後 第 1日 目 に 再 開 さ れ た 。 2～ 3週 間 の 追 跡 期 間 の 後
に 、 ブ タ は 同 一 の 麻 酔 法 を 用 い て 安 楽 死 さ せ た 。 検 死 検 査 を 行 っ た 。 結 紮 し た フ ァ ロ ー ピ
ウ ス 管 の 試 料 は 組 織 学 的 に 評 価 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
結 果
　 6匹 の ブ タ は 、 経 胃 的 内 視 鏡 卵 管 結 紮 を 受 け た 。 全 て の ブ タ は 一 方 の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管
に 無 事 結 紮 を 施 し 、 他 方 の 無 傷 の 管 は 対 照 に 供 し た 。 術 後 の 回 復 お よ び 生 存 期 間 は 、 い か
な る 有 害 事 象 を も 伴 わ な か っ た 。 追 跡 期 間 の 間 、 い か な る ブ タ に お い て も 感 染 の 証 拠 は 何
も 存 在 せ ず 、 全 て の ブ タ は 術 後 第 1日 目 か ら 存 分 に 摂 食 し た 。 胃 壁 切 開 か ら 外 科 手 術 の 完
了 ま で の 手 術 時 間 は 、 約 20～ 25分 で あ っ た 。 Endoloop(登 録 商 標 )の 配 置 お よ び ／ ま た は 留
置 に 関 連 し た 合 併 症 は 何 も 存 在 し な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 各 々 の ブ タ に 関 し て 、 対 応 す る 非 結 紮 の フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 は 対 照 に 供 し た 。 追 跡 子 宮 卵
管 造 影 術 に よ っ て 、 全 て の ブ タ に お い て 、 結 紮 の 箇 所 を 越 え た 造 影 剤 の 流 れ は 無 く 、 完 全
な 閉 塞 が 示 さ れ た 。 剖 検 に よ り 、 い か な る 腹 腔 内 感 染 、 膿 瘍 、 ま た は 癒 着 の 証 拠 も 示 さ れ
な か っ た 。 図 5は 2週 間 の 追 跡 後 の 結 紮 し た フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 を 明 示 す る 。 結 紮 し た フ ァ ロ
ー ピ ウ ス 管 の 組 織 病 理 学 的 検 査 に よ り 、 膿 瘍 を 伴 わ な い 慢 性 の 炎 症 性 浸 潤 が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
考 察
　 上 記 に 議 論 し た 処 置 の 間 に お け る 骨 盤 構 造 の 内 視 鏡 的 可 視 化 は 秀 逸 で あ り 、 構 造 物 の 確
認 は 容 易 で あ っ た 。 研 究 者 は 、 2～ 3週 間 の 追 跡 期 間 に 渡 り 、 い か な る 副 作 用 ま た は 合 併 症
も 観 察 し な か っ た 。 全 て の ブ タ は 術 後 よ く 育 っ た 。 処 置 前 お よ び 後 の 子 宮 卵 管 造 影 図 に よ
っ て 、 結 紮 し た フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 の 完 全 な 閉 塞 が 明 示 さ れ 、 ま た 死 後 の 病 理 学 に よ っ て 、
結 紮 し た 管 に お け る 、 慢 性 の 炎 症 を 伴 う 、 そ し て 膿 瘍 の 証 拠 の な い 管 腔 の 遮 断 が 示 さ れ た
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 研 究 に よ り 、 卵 管 結 紮 に 対 す る 経 口 経 胃 的 ア プ ロ ー チ が 、 少 な く と も 宿 主 の 長 期 生 存
を 伴 う ブ タ の モ デ ル に お い て 、 実 施 可 能 で あ り 安 全 で あ る こ と が 明 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
参 考 文 献
　 以 下 の 参 考 文 献 の 各 々 は 、 そ の 全 体 が 参 照 と し て 組 み 入 れ ら れ る 。

10

20

30

40

(9) JP 2007-512098 A 2007.5.17



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10

20

30

40

(10) JP 2007-512098 A 2007.5.17



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ Ａ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 ニ ー ド ル ナ イ フ を 用 い た 胃 壁 切 開 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
滅 菌 オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 内 側 の 内 視 鏡 に 注 目 の こ と 。
【 図 １ Ｂ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 ニ ー ド ル ナ イ フ を 用 い た 胃 壁 切 開 の 内 視 鏡 視 野 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 胃 壁 の バ ル ー ン 拡 張 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 胃 壁 の バ ル ー ン 拡 張 の 内 視 鏡 視 野 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 Endoloop(登 録 商 標 )を 用 い た 卵 管 結 紮 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 Endoloop(登 録 商 標 )を 用 い た 卵 管 結 紮 の 内 視 鏡 視 野 で あ
る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 2つ の Endoloop(登 録 商 標 )を 用 い て 結 紮 さ れ た 卵 管 の 模
式 図 で あ り 、 内 視 鏡 が 胃 の 中 へ 回 収 さ れ て い る 。
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【 図 ４ Ｂ 】 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 2つ の Endoloop(登 録 商 標 )を 用 い て 結 紮 さ れ た 卵 管 の 内
視 鏡 視 野 で あ る 。
【 図 ５ 】 剖 検  -- 本 開 示 の 態 様 に よ る 、 結 紮 し た フ ァ ロ ー ピ ウ ス 管 で あ り 、 腹 腔 内 の 感 染
、 膿 瘍 、 ま た は 癒 着 は 何 も な い 。

【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】
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【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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